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【手続補正書】
【提出日】平成28年7月4日(2016.7.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信システムのネットワーク・ノード（１２０）へのデータのアップリンク送信を制御
するためのユーザ機器ノード（１１０）による方法であって、
　前記ユーザ機器ノード（１１０）がＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態で動作中に、Ｅ－ＤＣＨ無
線ネットワーク一時識別子、すなわちＥ－ＲＮＴＩ、が前記ユーザ機器ノード（１１０）
で利用可能かを判定し（３００）、前記Ｅ－ＲＮＴＩが前記ユーザ機器ノード（１１０）
で利用可能でないと判定したことに応答して、前記ユーザ機器ノード（１１０）内の変数
ＲＥＡＤＹ＿ＦＯＲ＿ＣＯＭＭＯＮ＿ＥＤＣＨにＦＡＬＳＥを示す値を設定する（３０４
）工程と、
　前記ユーザ機器ノード（１１０）がＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態である間に、ＣＥＬＬ＿Ｆ
ＡＣＨ状態における拡張アップリンクを構成するためのパラメータを受信する工程（２０
０）と、
　拡張アップリンクを構成するための前記パラメータを受信したことに応答して、前記ユ
ーザ機器ノード（１１０）がＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態において拡張アップリンク個別チャ
ネル、すなわちＥ－ＤＣＨ、で通信可能かを判定する工程（２０２）と、
　前記ユーザ機器ノード（１１０）がＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態においてＥ－ＤＣＨで通信
可能でないと判定したことに応答して、前記ユーザ機器ノード（１１０）のためのＥ－Ｄ
ＣＨ無線ネットワーク一時識別子、すなわちＥ－ＲＮＴＩ、値を取得するためにセル更新
動作を実行する工程（５０４）とを有することを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ユーザ機器ノード（１１０）がＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態においてＥ－ＤＣＨで通信
可能かを判定する工程は、前記ユーザ機器ノード（１１０）が使用可能なＥ－ＲＮＴＩ値
を有するかを判定する工程を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ユーザ機器ノード（１１０）がＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態においてＥ－ＤＣＨで通信
可能かを判定する工程は、追加の所定の条件を満たしているかを判定する工程を更に含む
ことを特徴とする請求項２に記載の方法。
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【請求項４】
　前記追加の所定の条件は、前記ユーザ機器ノード（１１０）がＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態
におけるＥ－ＤＣＨ送信をサポートするかと、情報要素“ＨＳ－ＤＳＣＨ共通システム情
報”が前記ネットワーク・ノード（１２０）から受信されたかと、情報要素“共通Ｅ－Ｄ
ＣＨシステム・インフォ”が前記ネットワーク・ノード（１２０）から受信されたかとを
含むことを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記ユーザ機器ノード（１１０）が使用可能なＥ－ＲＮＴＩ値を有しており且つ前記追
加の所定の条件を満たしていると判定したことに応答して、前記ネットワーク・ノード（
１２０）へＥ－ＤＣＨトランスポート・チャネルでアップリンク・データを送信する工程
を更に有することを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記追加の所定の条件のいずれかが満たされないと判定したことに応答して、ランダム
・アクセス・チャネル、すなわちＲＡＣＨ、でＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態においてデータを
送信する工程（２０６）を更に有することを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　前記ユーザ機器ノード（１１０）がＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態においてＥ－ＤＣＨで通信
できないと判定したことに応答して、ランダム・アクセス・チャネル、すなわちＲＡＣＨ
、でＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態においてデータを送信する工程（４０６）を更に有すること
を特徴とする請求項１乃至５の何れか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記ユーザ機器ノード（１１０）がＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態においてＥ－ＤＣＨで通信
できると判定したことに応答して、前記ネットワーク・ノード（１２０）へＥ－ＤＣＨト
ランスポート・チャネルでアップリンク・データを送信する工程を更に有することを特徴
とする請求項１乃至７の何れか１項に記載の方法。
【請求項９】
　前記ユーザ機器ノード（１１０）がＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態で動作中に、
　　１）前記ユーザ機器ノード（１１０）がＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態におけるＥ－ＤＣＨ
送信をサポートするという条件と、
　　２）情報要素“ＨＳ－ＤＳＣＨ共通システム情報”が、受信したシステム情報ブロッ
ク・タイプ５又は５の２に含まれるという条件と、
　　３）情報要素“共通Ｅ－ＤＣＨシステム・インフォ”が、前記受信したシステム情報
ブロック・タイプ５又は５の２に含まれるという条件と
が真であるかを判定する工程（３００）と、
　前記条件の何れかが真でないと判定したことに応答して、前記ユーザ機器ノード（１１
０）内の変数ＲＥＡＤＹ＿ＦＯＲ＿ＣＯＭＭＯＮ＿ＥＤＣＨにＦＡＬＳＥを示す値を設定
する工程（３０４）とを更に有することを特徴とする請求項１乃至３の何れか１項に記載
の方法。
【請求項１０】
　前記条件のすべてが真であると判定したことに応答して、前記変数ＲＥＡＤＹ＿ＦＯＲ
＿ＣＯＭＭＯＮ＿ＥＤＣＨにＴＲＵＥを示す値を設定する工程を更に有することを特徴と
する請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　ランダム・アクセス・チャネル、すなわちＲＡＣＨ、トランスポート・チャネルでＣＥ
ＬＬ＿ＦＡＣＨ状態におけるアップリンク・データの送信を続けることによって、ＣＥＬ
Ｌ＿ＦＡＣＨ状態における拡張アップリンクと、ＦＡＬＳＥを示す値を有する前記変数Ｒ
ＥＡＤＹ＿ＦＯＲ＿ＣＯＭＭＯＮ＿ＥＤＣＨとを構成するためのパラメータを前記ネット
ワーク・ノード（１２０）から受信したことに応答する工程を更に有することを特徴とす
る請求項９又は１０に記載の方法。
【請求項１２】
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　Ｅ－ＤＣＨトランスポート・チャネルでアップリンク・データの送信を開始することに
よって、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態における拡張アップリンクと、ＴＲＵＥを示す値を有す
る前記変数ＲＥＡＤＹ＿ＦＯＲ＿ＣＯＭＭＯＮ＿ＥＤＣＨとを構成するためのパラメータ
を前記ネットワーク・ノード（１２０）から受信したことに応答する工程を更に有するこ
とを特徴とする請求項９又は１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ユーザ機器ノード（１１０）内の前記変数ＲＥＡＤＹ＿ＦＯＲ＿ＣＯＭＭＯＮ＿Ｅ
ＤＣＨにＦＡＬＳＥを示す前記値を設定したことに応答して、Ｅ－ＲＮＴＩ値を取得する
ためにセル更新動作を実行する工程（５０４）を更に有することを特徴とする請求項９乃
至１２の何れか１項に記載の方法。
【請求項１４】
　ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態における拡張アップリンクを構成するためのパラメータを受信
する工程は、前記ネットワーク・ノード（１２０）からＥ－ＤＣＨ送信に関する情報要素
を受信する工程（５００）を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記情報要素は“共通Ｅ－ＤＣＨシステム・インフォ”情報要素を含むことを特徴とす
る請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　ユーザ機器ノード（１１０）であって、
　送受信機（６１０）と、
　前記送受信機（６１０）に結合されたプロセッサ（６００）とを備え、
　前記プロセッサ（６００）は、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態における拡張アップリンクを構
成するためのパラメータを前記送受信機を用いて受信し、前記ユーザ機器ノード（１１０
）がＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態においてＥ－ＤＣＨで通信可能かを判定し、前記ユーザ機器
ノード（１１０）がＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態においてＥ－ＤＣＨで通信可能でないと判定
したことに応答して、前記ユーザ機器ノード（１１０）のためのＥ－ＤＣＨ無線ネットワ
ーク一時識別子、すなわちＥ－ＲＮＴＩ、値を取得するためにセル更新動作を実行するよ
うに構成され、
　前記プロセッサは、前記ユーザ機器ノード（１１０）がＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態で動作
中に、Ｅ－ＤＣＨ無線ネットワーク一時識別子、すなわちＥ－ＲＮＴＩ、が前記ユーザ機
器ノード（１１０）で利用可能かを判定し、前記Ｅ－ＲＮＴＩが前記ユーザ機器ノード（
１１０）で利用可能でないと判定したことに応答して、前記ユーザ機器ノード（１１０）
内の変数ＲＥＡＤＹ＿ＦＯＲ＿ＣＯＭＭＯＮ＿ＥＤＣＨにＦＡＬＳＥを示す値を設定する
ように更に構成されることを特徴とするユーザ機器ノード（１１０）。
【請求項１７】
　前記プロセッサ（６００）は、前記ユーザ機器ノード（１１０）が使用可能なＥ－ＲＮ
ＴＩ値を有するかを判定することによって、前記ユーザ機器ノード（１１０）がＣＥＬＬ
＿ＦＡＣＨ状態においてＥ－ＤＣＨで通信可能かを判定するように構成されることを特徴
とする請求項１６に記載のユーザ機器ノード（１１０）。
【請求項１８】
　前記プロセッサ（６００）は、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態における拡張アップリンクを構
成するための前記パラメータを受信したことに応答して、追加の所定の条件を満たしてい
るかを判定するように更に構成されることを特徴とする請求項１６又は１７に記載のユー
ザ機器ノード（１１０）。
【請求項１９】
　前記追加の所定の条件は、前記ユーザ機器ノード（１１０）がＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態
におけるＥ－ＤＣＨ送信をサポートするかと、情報要素“ＨＳ－ＤＳＣＨ共通システム情
報”が前記ネットワーク・ノード（１２０）から受信されたかと、情報要素“共通Ｅ－Ｄ
ＣＨシステム・インフォ”が前記ネットワーク・ノード（１２０）から受信されたかとを
含むことを特徴とする請求項１８に記載のユーザ機器ノード（１１０）。
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【請求項２０】
　前記プロセッサ（６００）は、前記ユーザ機器ノード（１１０）がＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ
状態においてＥ－ＤＣＨで通信可能であり且つ前記追加の所定の条件を満たしていると判
定したことに応答して、前記ネットワーク・ノード（１２０）へＥ－ＤＣＨトランスポー
ト・チャネルでアップリンク・データを送信するように更に構成されることを特徴とする
請求項１８又は１９に記載のユーザ機器ノード（１１０）。
【請求項２１】
　前記プロセッサ（６００）は、前記追加の所定の条件のいずれかが満たされないと判定
したことに応答して、ランダム・アクセス・チャネル、すなわちＲＡＣＨ、でＣＥＬＬ＿
ＦＡＣＨ状態においてデータを送信するように更に構成されることを特徴とする請求項２
０に記載のユーザ機器ノード（１１０）。
【請求項２２】
　前記プロセッサ（６００）は、前記ユーザ機器ノード（１１０）がＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ
状態においてＥ－ＤＣＨで通信できると判定したことに応答して、前記送受信機を用いて
Ｅ－ＤＣＨトランスポート・チャネルでネットワーク・ノード（１２０）へアップリンク
・データを送信するように更に構成されることを特徴とする請求項１６乃至２１の何れか
１項に記載のユーザ機器ノード（１１０）。
【請求項２３】
　前記プロセッサ（６００）は、前記ユーザ機器ノード（１１０）がＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ
状態においてＥ－ＤＣＨで通信できないと判定したことに応答して、ランダム・アクセス
・チャネル、すなわちＲＡＣＨ、でＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態においてデータを送信するよ
うに更に構成されることを特徴とする請求項１６乃至２１の何れか１項に記載のユーザ機
器ノード（１１０）。
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